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販
費
組
合
に
hw
け
ゐ
償
協
の

決
定
方
法

亡~
日

木

で

問

題

の

意

義

農
産
物
の
協
同
販
賓
は
、
今
日
の
わ
が
農
村
経
済
に
劃
し
て

軍
要
な
る
意
義
を
認
め
ら
れ
て
来
た
が
、
協
同
販
賓
が
そ
の
機

能
を
護
揮
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
第
一
に
協
同
販
寅
組
合
の
経

替
が
問
題
と
怒
る
。
と
の
揚
合
に
債
格
が
経
管
の
中
心
を
左
す

と
と
は
、
商
業
の
経
替
に
治
け
る
と
同
じ
で
あ
る
。
組
合
員
の

生
産
物
を
有
利
に
販
由
貿
す
る
こ
と
が
版
貰
組
合
の
職
能
で
あ
る

か
ら
、
と
れ
ま
で
は
販
賓
債
格
の
み
が
専
ら
問
題
と
さ
れ
て
ゐ

第
三
十
七
巻

第
四
披

一
四
六

五
九
四

た
。
し
か
る
に
最
近
に
至
り
吾
闘
に
た
い
て
も
、
寅
上
金
を
組

合
員
に
分
配
す
る
揚
合
の
分
配
債
格
が
、
販
買
償
格
と
並
ん
で
、

調
自
の
意
義
を
持
ち
来
っ
た
。
は
じ
め
買
上
金
は
、
組
合
の
経

替
費
と
し
て
の
手
数
料
を
按
除
し
た
ま
L
組
合
員
に
分
配
さ
れ

た
か
ら
、
資
上
金
の
分
配
に
つ
い
て
は
債
格
現
象
を
生
じ
訟
か

っ
た
。
し
か
る
に
協
同
販
寅
が
、
世
界
漉
慌
の
生
産
過
剰
陀
前
一

画
し
て
、
組
合
員
の
生
産
を
統
制
す
る
機
能
を
義
輝
ぜ
ん
と
す

る
に
営
り
、
寅
上
金
の
分
配
に
関
聯
し
て
版
寅
組
合
に
生
産
統

制
の
機
能
を
捨
は
す
所
か
ら
、
分
配
債
格
の
成
立
を
見
る
に
歪

る
の
で
あ
る
。

吾
闘
に
長
い
て
協
同
販
賓
の
最
も
護
建
せ
る
米
、
生
紙
に
つ

き
見
る
に
、
後
者
に
た
い
て
は
、
大
日
本
生
綜
販
賓
組
合
聯
合

曾
(
略
構
紙
聯
〉
が
、
所
属
組
合
へ
の
賓
上
金
の
分
配
に
つ
き
、

従
来
の
個
別
計
算
を
本
年
七
月
よ
り
共
同
計
算
に
改
め
、
組
合

員
の
相
揚
費
動
に
よ
り
受
〈
る
打
撃
を
除
去
せ
る
は
、
分
配
債

格
に
よ
る
生
産
統
制
に
一
一
掃
を
染
め
た
も
の
と
言
へ
る
。

こ
の
小
論
に
た
い
て
私
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
園
に
ゐ
砂
る
大

都
市
の
牛
乳
販
賓
組
合
に
蓑
達
し
た
る
販
寅
債
格
と
分
配
償
格



と
の
決
定
方
法
に
陳
ず
る
研
究
1

1
イ
リ
ノ
イ
大
撃
、
パ
ー
ト

レ
ツ
ト
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
と
と
h

ず
る
。

も
と
よ
り
之
は
方
法
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
市
揚
の
特

殊
な
る
事
情
に
基
い
て
帯
民
連
せ
る
も
の
で
、
彼
を
そ
の
ま
h

我

に
適
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
五
n
闘
の
酪
農
販
責
組
合
の
経

替
に
つ
き
で
は
、
産
業
組
合
中
央
曾
は
す
で
に
一
珊
7
1
を
刊
行

し
て
、

そ
の
一
何
意
を
喚
起
し
て
ゐ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
に
行
は
る

‘
昼
間
格
の
決
定
方
法
に
沿
け
る
照
明
に
つ
ぎ
で
は
、
勝
ナ
ぶ
べ
き

ぅ
、
j
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矧
K
ヰ
乎
2
州
事
[
く
股
即
事
閉
じ
yFE
じ

げ
し
い
野
菜
・
果
物
の
全
園
的
販
責
統
制
が
要
望
せ
ら
れ
る
今

日
、
こ
の
書
の
紹
介
は
無
意
味
で
は
る
る
ま
い
と
息
ふ
。

立
、
均

法 3)

コ市「

合
衆
国
の
消
費
者
は
、
年
四
O
億
弗
を
酪
農
口
問
に
支
捌
ひ
、

酪
農
業
は
農
業
の
首
位
に
あ
っ
て
、
と
の
簡
の
最
も
重
要
・
な
る

工
業
の
一
っ
と
言
は
れ
る
銅
銭
業
を
凌
ぐ
。

乙
の
固
に
生
産
さ

れ
る
牛
乳
の
五
O
%
は
液
慌
の
形
に
て
消
費
さ
れ
、
残
り
の
五

。
%
は
ク
リ
ー
ム
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
煉
乳
、

バ
タ

l
、
チ

販
車
且
組
合
医
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

ー
ズ
に
加
工
さ
れ
る
。
以
下
、
液
鑑
の
形
に
て
消
費
さ
れ
る
牛

乱
を
液
乱
と
呼
び
、
そ
の
他
の
用
途
に
あ
て
ら
れ
る
牛
乳
を
徐

刺
乱
と
呼
ぶ
と
と
ミ
ず
る
。

ア
メ
リ
均
の
各
地
に
散
在
せ
る
酪
農
者
は
、
そ
の
生
産
物
を

何
れ
か
の
都
市
市
揚
に
供
給
す
る
を
妥
ず
る
。
通
常
一
つ
の
大

都
市
市
場
に
販
寅
さ
れ
る
牛
乳
の
八
O
%
以
上
は
、
五
人
に
足

ら
ぬ
牛
乳
配
給
者
に
上
り
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
三
高
の

生
一
汗
品
引
に
よ
り
て
牛
乳
が
供
給
さ
れ
て
ゐ
る
ブ
イ
ラ
デ
ル

7
4

ア
の
市
抑
制
に
あ
い
て
校
、

そ
の
八
五
%
以
上
が
間
人
め
牛
筑
配

給
者
に
よ
り
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
斯
の
如
き
市
場
に
た
い
て

は
、
個
人
的
生
産
者
の
取
引
力
は
、
賓
際
に
は
無
視
さ
れ
る
。

そ
こ
で

7
4
ラ
デ
ル
ブ
イ
ア
の
生
産
者
逮
は

E
R
a
z
z
E
F

P
2一
E
S
E
-
K
P
E
C
丘
伊
丹
守
口
と
し
て
知
ら
れ
る
牛
筑
販
賓
組
合
を

作
る
と
と
L
友
っ
た
。

牛
乳
の
品
質
統
制
は
、
岡
山
気
的
見
地
よ
り
な
さ
る
ぺ
き
大
問

題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
問
題
外
に
あ
る
。
貯
蔵
品
た
る

パ
タ
ー
た
よ
ぴ
チ
ー
ズ
に
は
園
家
的
に
認
め
ら
れ
た
る
口
問
等
が

あ
る
が
、
牛
乳
、

ク
リ
ー
ム
、

ア
4
ス
ク
リ
ー
ム
に
は
と
の
品

第
三
十
七
港

五
九
五

第
四
就

一
四
七
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阪
寅
組
合
に
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

等
が
た
い
。
優
良
友
る
牛
乳
は
、
清
潔
、

ス
ヰ

l
ト
、
混
物
た

く
、
パ
ク
テ
リ
ヤ
数
少
泣
く
、
芳
香
逸
せ
歩
、
病
源
開
な
き
も

の
で
み
の
る
。
牛
乳
の
汚
染
を
検
す
る
方
法
と
し
て
は
、
酪
農
賄

数
カ
ー
ド
法
、

メ
チ
レ
ン
主
円
検
定
官
一
法
、
沈
澱
物
検
資
法
、
寒
AK

叔
法
、
顕
微
鏡
法
等
が
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

E

H

戸
内
」
争
点

1
止
、
A

3

4

2
4
v
k刷刑，
pztι

よ
り
て
と
れ
等
の
的
資
を
経
た
る
品
質
一
級
の
牛
乳
を
問
題
と

す

る。牛
乳
配
給
業
者
は
、
午
乳
販
責
組
合
よ
り
買
取
り
た
る
牛
乳

を
、
液
乳
と
し
て
小
買
業
者
、

ホ
テ
ル
、
飲
食
屈
に
縛
責
ず
る

か
、
飴
剰
乱
、
と
し
て
加
工
業
者
に
特
買
す
る
か
、
或
ひ
は
自
己

の
プ
ラ
ン
ト
に
て
加
工
す
る
か
何
れ
か
で
あ
る
。

牛
乳
販
寅
組
合
の
護
展
は
、

乙
の
十
五
年
聞
に
友
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
は
じ
め
牛
乳
販
責
組
合
が
組
織
さ
れ
る
と
、
牛
乳

を
市
場
内
の
す
べ
て
の
配
給
者
に
、
均
一
債
格
で
販
費
し
た
。

大
戦
中
に
沿
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
大
需
要
は
、
煉
乳
の
慣

格
を
高
騰
せ
し
め
、
液
乳
償
格
は
煉
乱
憤
格
の
後
塵
を
奔
ぜ
ん

と
さ
へ
し
た
か
ら
、
販
賓
組
合
は
均
一
債
格
の
も
と
に
な
ん
等

の
支
揮
を
受
け
泣
か
っ
た
。

第
三
十
七
巻

五
九
六

第
四
時
刷

一
四
八

し
か
る
に
歓
洲
大
戦
の
休
止
と
と
も
に
、
煉
筑
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
利
潤
あ
る
巾
揚
か
ら
閉
め
出
さ
れ
た
乙
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
煉
乳
の
輸
出
は
一
九
一
一
一
年
に
は
一
九
一
九
年
の
一
一
一
割

五
分
に
減
退
し
た
。

一
部
の
加
工
業
者
は
、
プ
ラ
ン
ト
を
閉
鎖

i

J

、

山

出

〉

W
Vイ
土
い
に

E
苛
己
刀
ド
rJ
貸
与
九
ピ
ト
ソ
~
油
市
ド

Z
L
こ
ど
り

I

l

s

々
』

h
v
-
7
1
t
a
r
-
一
ド
~
-
A
B
』

U
斗
も

-
L
U
4
l
↓
↑
、
2
一Z
4寸
d

v

〈

;

〈

L
U

て
-
平
つ
じ
て
絞
慌
を
続
付
た
。
去
の
結
県
、
出
品
任
者
ほ
傑
件
の

改
善
を
園
。
た
が
、
均
て
慣
絡
の
水
墜
に
ま
で
浮
ぴ
上
る
を
得

友
か
っ
た
。
需
要
は
供
給
に
及
ば
泣
い
の
で
あ
る
3

牛
乳
の
市
場
償
値
が
、
用
途
に
よ
り
て
相
異
を
生
じ
て
来
る

と
、
配
給
者
は
均
一
方
法
に
よ
る
販
寅
傾
格
の
決
定
に
満
足
し

左
く
友
る
。
あ
る
配
給
者
は
牛
乳
の
犬
部
分
を
液
乳
と
し
て
糊

貰
し
、
他
の
配
給
者
は
そ
の
大
部
分
を
加
工
用
に
供
す
る
と
す

る
と
、
均
一
方
法
に
よ
る
販
資
債
格
の
決
定
は
、
大
部
分
を
加

工
す
る
配
給
者
を
不
利
に
過
す
る
。
何
故
た
ら
、
鈴
剰
乳
は
液

乳
よ
り
慣
値
が
少
本
い
か
ら
で
あ
る
。

均
一
方
法
に
沿
い
て
は
、
ず
ぺ
て
の
免
罪
者
も
ま
た
一
定
の

軍
位
量
に
劃
し
て
均
一
の
分
配
を
受
け
る
。
こ
れ
は
慣
値
高
き

液
乳
販
富
良
に
適
合
す
る
様
に
、
均
一
生
涯
を
な
す
生
産
者
を
不



利
に
遁
す
る
。
何
故
な
ら
こ
の
方
法
は
、
牛
乳
の
大
部
分
が
加

エ
に
用
び
ら
れ
る
に
相
還
な
い
不
規
則
生
産
者
と
、
規
則
的
な

均
一
生
産
者
と
の
聞
に
、
酬
ゆ
る
と
と
る
を
全
く
同
じ
う
す
る

か
ら
で
あ
る
。

か
〈
て
均
一
方
法
は
配
給
者
に
劃
し
て
も
、
生
産
者
に
封
し

で
も
不
適
設
と
友
り
、
之
に
代
る
ぺ
き
方
法
が
一
九
二

O
年
か

ら
一
九
一
一
一
一
一
年
に
か
け
て
問
題
と
た
っ
た
。
そ
の
結
果
は
二
つ

一
つ
は
配
給
者
に
劃
す
る
販
賢
債
格
を

決
定
す
る
努
力
か
ら
生
れ
た
「
分
類
方
法
』
で
あ
り
‘
続
首
、
ボ

3
h
I
礼
J
-
日
ι
1
2
L
・3

U

7ノ
F
L
v
z
'
V
K必
荷

7

ス
ト
ン
、

L

ヤ
ト
ル
、

ピ
ツ
ツ
ハ

l
ゲ
等
の
市
場
に
用
ひ
ら
れ

た
。
他
は
生
産
者
に
劃
す
る
分
配
償
格
の
決
定
を
主
と
す
る

『
定
量
方
法
』
で
あ
っ
て

フ
イ
-
フ
一
ア
ル
フ
イ

パ
ル
ア
イ
モ
ア
、

ア、

シ
カ
f

、
コ
ネ
ク
テ
イ
カ
ッ
ト
等
の
市
揚
に
用
ひ
ら
れ

た
。
し
か
る
に
一
九
二
八
年
以
後
、
販
責
債
格
を
決
定
す
べ
き

分
類
方
法
と
、
分
配
債
格
を
決
定
す
ぺ
き
定
量
方
法
と
は
併
用

さ
れ
て
来
た
か
ら
.
こ
こ
に
初
め
て
完
全
と
認
め
ら
る
べ
き
債

格
の
決
定
方
法
が
達
成
せ
ら
れ
る
と
と
L
た
っ
た
。

こ
の
二
法

を
併
用
せ
る
市
場
は
、

九

一
九
二
八
年
ピ
ツ
ツ
パ

l
p夕、

阪
責
組
合
に
お
け
る
償
絡
の
決
定
方
法

O
年
デ
ト
ロ
イ
ト
、

J

ア
カ
ト
ュ

l
ル
、
プ
ル
ト
ミ
ン
ダ
ト
ン
、

一
九
三
一
年
シ
ャ
ン
ベ

1

ン
で
あ
る
。
以
下
と
の
併
用
さ
れ
た

る
債
格
の
決
定
方
法
の
各
に
つ
き
説
明
す
る
。

=
一
、
分

類

法1) 

方

牛
乳
の
市
場
債
値
は
用
途
に
よ
り
て
異
友
る
か
ら
、
用
塗
を

分
類
し
て
、
各
分
類
ご
と
に
販
寅
債
格
を
定
め
る
の
が
分
類
方

法
で
あ
る
。

配
給
者
は
買
取
り
た
る
午
汎
の
一
日
し
れ
て
ノ
の
景
子
.
日
T

J

亡
、
J

重
品
a

主
主

用
途
に
営
て
た
か
を
、

毎
月
、

牛
乳
販
貰
組
合
に
報
持
す
る
。

こ
の
報
告
に
よ
っ
て
用
途
が
判
明
す
る
。
牛
乳
販
責
組
合
は
配

給
者
の
と
の
報
告
が
異
質
で
あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
配

給
者
の
帳
簿
に
つ
き
壁
査
の
事
務
を
行
ふ
。

か
く
の
ご
と
く
牛
乳
の
用
途
を
決
定
す
る
た
め
に
、
生
産
者

と
配
給
者
と
の
協
同
が
た
さ
れ
る
。
牛
乳
販
寅
組
合
は
生
産
者

の
取
引
力
を
確
立
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
牛

乳
の
配
給
が
完
全
に
行
は
れ
る
た
め
に
は
、
生
産
者
の
一
方
的

た
る
協
同
版
画
耳
活
動
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
生
産
者
と

第
三
十
七
巻

五
九
七

第
制
批

一
四
丸

Classification pλice plan， ibid.， p， 188--210 1) 



阪
責
組
合
に
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

配
給
者
ー
と
消
費
者
と
の
配
給
に
治
け
る
協
同
が
必
要
で
あ
る
。

と
の
警
の
一
題
目
を
、
「
酪
農
品
の
協
同
販
貰
」
内
中
a
τ
3
2
3

百
号

rozp問
。
『
含
S
F
o
p口
広
と
せ
や
し
て
「
酪
農
口
聞
の
配
給

に
治
け
る
協
同
」
の
つ
品
目
}
O
P
E
C
-

ニロ
g
n島
町
品
口
四
L
P
一ミ

P
E
R
Z

と
せ
る
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。

午
札
の
用
時
同
一
が
配
給
者
の
報
止
口
に
よ
り
て
定
ま
る
と
、
強
じ

め
定
め
ら
れ
た
る
各
分
類
別
の
矧
誌
の
分
類
り
、
厳
格
K
不
務

に
明
確
に
規
定
さ
る
べ
き
で
、
債
格
を
適
用
し
て
、
配
給
者
の

支
梯
ふ
金
額
が
定
ま
る
。
配
給
者
が
つ
け
込
む
徐
地
を
興
へ
で

は
な
ら
お
。
紐
育
の
市
場
に
お
い
て
は
、
牛
乳
の
用
途
は
次
の
一

五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

刊
液
乱
。
コ
ク
リ
ー
ム
、
ァ
4
ス
ク
リ
ー
ム
、
プ
レ
イ
シ
、
煉

乳
、
均
質
化
原
料
。
一
二
無
糖
全
煉
乳
、
加
糖
全
煉
乳
、
ミ
ル
ク
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
全
乳
粉
、
軟
子
l
ズ
、
外
岡
チ
ー
ズ
、
咽
パ
タ

l
o

E
ア
メ
リ
カ
ン
千

1
ズ
。
第
一
類
乃
至
第
三
類
の
用
捻
に
あ
て

ら
れ
る
牛
乳
の
債
格
は
、
生
産
者
と
配
給
者
と
の
毎
月
の
協
議

に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
一
一
一
類
の
煉
乳
に
用
ふ
る

牛
乳
の
債
格
は
、
中
西
部
の
煉
乳
業
者
曾
議
の
債
格
が
参
照
さ

第
三
十
七
拳

一五。

五
九
八

第
四
競

れ
る
。
第
四
類
パ
タ

1
、
第
五
類
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ー
ズ
民
用
ひ

ら
れ
る
牛
乳
の
債
格
は
、
九
二
職
、
ハ
タ

1
の
紐
育
の
公
定
相
揚

た
よ
び
ア
j

リ
カ
ン
チ

l
ズ
フ
ラ
ッ
ト
級
の
紐
育
会
定
相
揚
上

り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
加
エ
費
が
控
除
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
一
類
乃
至
第
一
一
一
類
、
の
脂
肪
油
の
含
有
量
は
三
・
五
%
を
標
準

井
一
し
、
之
よ
り

0
・
一
%
を
過
不
足
す
る
ご
と
に
、
何
仙
噌
減
と

ロ
ム
較
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
二
類
の
ク
リ
ー
ム
。

第
問
料
問

の
ハ
タ
ー
を
と
り
た
る
残
像
の
脱
脂
乳
が
パ
タ

l
ミ
ル
ク
に
用

び
ら
れ
る
時
は
、

一
(O)O封
度
に
つ
#
きA

ヨ三芸ニ三ス
δ)仙
を
、

ア
イ
・
ス
ク

リ
l
ム
、
第
一
一
一
類
の
乎

1
ズ
、
乳
粉
、
加
精
煉
乳
、
均
質
化
原

料
、
プ
レ

f
ン
煉
乳
に
用
ひ
ら
れ
る
時
は
二
五
仙
を
、
そ
の
他

の
用
詮
に
嘗
て
ら
れ
る
と
き
は
第
二
類
の
場
合
に
一
五
仙
を
、

そ
れ
件
¥
加
算
さ
れ
る
。
第
三
類
、
会
よ
び
第
五
類
の
チ
ー
ズ
製

迭
の
際
生
十
る
ホ
エ
イ
が
、
乳
菓
に
用
び
ら
れ
る
と
者
は
五
仙

が
加
算
さ
れ
る
。

分
類
の
教
は
市
場
に
遁
臆
す
る
様
に
定
め
ら
る
べ
き
で
、

ス
ト
ン
市
場
に
沿
い
て
は
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

ボ

各
用
途
に
た
け
る
販
費
債
格
は
、
ナ
ペ
て
の
配
給
者
に
と
り



て
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
牛
乳
は
最
私
利
潤
あ
る
用
途
に
あ
て
ら

れ
る
や
う
に
、
配
給
者
聞
に
務
脅
さ
れ
得
る
。
均
一
方
法
に
あ

り
で
は
、
牛
乳
の
販
買
債
格
は
市
場
慣
値
を
推
量
し
て
決
定
さ

れ
た
。
分
類
方
法
に
沿
い
て
は
、
推
量
的
要
素
は
、
除
去
さ
れ

て
、
配
給
者
は
精
確
に
自
己
の
受
け
た
る
牛
礼
の
市
場
贋
値
に

射
し
て
支
挽
ふ
。四

、
定

量

法¥)

方

定
旧
世
旦
方
法
K
よ
る
と
き
は

資
上
金
は
生
法
性
信
の
切
詰
問
し
た

る
牛
乳
の
市
場
憤
値
に
感
じ
て
分
配
さ
れ
る
。

牛
札
の
市
場
償

均
一
方
法
に

値
が
用
迭
に
よ
り
で
相
遣
を
生
や
る
揚
合
に
、

よ
る
寅
上
金
の
分
配
に
よ
る
時
は
、
償
値
高
き
液
乳
販
買
に
遁

合
ず
る
や
う
年
中
均
一
生
産
を
友
す
生
産
者
に
叫
劃
し
て
は
、
そ

の
寄
奥
せ
る
債
値
以
下
に
酬
ゆ
る
こ
と
L
友
る
。
液
乳
の
消
費

は
一
年
を
混
じ
て
殆
ん
芝
均
一
で
あ
る
に
封
し
、
牛
乳
生
還
に

治
け
る
季
節
的
費
動
は
著
し
い
。
紐
育
、
シ
カ
ゴ
、
ピ
ツ
ツ
バ

ー
ク
の
三
都
市
の
平
均
に
つ
き
見
る
に
、
液
乱
の
消
費
は
年
h

僅
か
た
が
ら
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
季
節
的
受
動
の
幅
は
年
平

販
責
組
合
に
お
け
る
債
絡
の
決
定
方
法

均
を
百
%
と
し
て
六
・
一
%
で
あ
る
。
之
に
封
し
‘
牛
筑
生
産
に

ゐ
け
る
季
節
的
受
動
の
幅
は
五
八
%
で
あ
る
か
ら
、
牛
乳
生
産

の
季
節
的
鑓
動
の
率
は
、
波
乱
消
費
の
そ
れ
の
九
倍
以
上
に
あ

た
る
。
も
し
す
べ
て
の
生
産
者
が
同
じ
季
節
的
受
動
を
持
つ
な

ら
ば
、
各
生
産
者
の
牛
乱
が
液
筑
ゐ
よ
ぴ
徐
刺
乱
と
し
て
用
び

ら
れ
る
割
合
は
同
一
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
季
節
的
持
変
動
の
程

度
は
生
産
者
に
よ
り
て
異
る
か
ら
、
波
乱
の
消
費
が
均
一
で
あ

る
以
上
、
均
一
生
産
ほ
左
液
乳
版
資
に
適
合
す
る
。
そ
れ
放
に

-
:
:
B
i
p
-
-
，，
i
l
I
、
，
:
》
玉
l
i
-
-
E
T
-
M
a
-
-
:
、

抗
生
産
者
に
笥
探

L
六
Z
世
催
者
以
言
1
7
B
に
じ

世
ト
笠
遺
書

の
液
乱
お
よ
び
徐
刑
判
明
判
の
量
を
確
め
る
必
要
が
あ
る
。

と
れ
は

定
量
方
法
に
よ
り
で
な
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
各
生
産
者
の
牛
筑

生
産
は
、
液
札
消
費
に
殆
ん
ど
一
致
す
る
「
定
量
生
産
』
と
、
定

量
を
超
過
す
る
「
飴
剰
生
産
』
と
に
分
け
ら
れ
‘
定
量
生
産
に
封

し
て
は
、
高
き
液
乳
債
格
を
以
て
分
配
さ
れ
、
徐
刺
生
産
に
叫
剖

し
で
は
、
徐
利
札
の
低
き
債
値
に
従
っ
て
、
低
き
債
格
を
以
て

分
配
さ
れ
る
。

突
に
生
産
費
の
賦
よ
り
考
察
す
る
も
、
牛
乱
の
均
一
生
産
一
は
.

酪
農
業
に
と
り
て
望
ま
し
い
。
各
洲
の
農
科
犬
撃
に
会
け
る
生

第
三
十
七
巻

第
四
時
制

五

五
九
九

Basic_~tlrpll1s price plan.， ibid， p， 24{)--;~58 1) 



服
喪
組
令
に
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

産
費
研
究
の
結
果
酪
農
業
に
と
り
で
、
根
本
的
に
重
要
た
る
こ

つ
の
原
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

第
一
の
原
理
は
、
『
夏
乳
の

間
単
位
歯
り
生
産
費
は
、
各
乳
の
そ
れ
よ
り
低
廉
で
あ
る
。
』
と
い

ふ
に
あ
る
。
と
れ
は
牧
揚
と
既
会
と
に
訟
け
る
飼
糧
費
の
相
違

を
阿
川
悶
と
寸
る
。

『
一
定
の
数
の
牝

第
二
の
原
理
に
よ
れ
ば
、

牛
に
あ
り
ご

1
、
均
一
生
産
は
不
均
一
生
区
よ
り
も
生
陸
且
一
位
多

〈

車
位
量
の
生
産
費
は
低
廉
で
あ
る
o
』
と
い
ふ
。

と
の
原

理
は
生
産
力
高
き
牝
牛
は
、
よ
り
均
一
生
産
を
な
し
、
晩
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
新
ら
し
く
乱
を
出
寸
牝
牛
は
生
産
力
が
高
い
と

言
ふ
研
究
の
結
論
に
基
く
っ
自
然
は
食
物
豊
富
に
気
候
穏
和
た

春
に
新
泌
乱
す
る
こ
1

ど
に
よ
り
、
仔
牛
と
母
牛
と
が
h

舎
の
酷
寒

に
耐
え
得
る
様
に
仕
組
ん
で
ゐ
る
。
し
か
る
に
出
産
調
節
に
よ

る
年
中
生
産
が
企
て
ら
れ
、
冬
季
の
食
物
と
厩
舎
と
が
用
意
さ

れ
る
と
、
秋
に
新
泌
筑
す
る
牝
牛
は
、
大
量
を
均
一
に
生
産
す

る
か
ら
、
軍
位
且
一
旦
の
生
産
費
を
低
廉
友
ら
し
め
、
第
一
原
理
に

よ
る
多
乳
の
生
産
費
の
高
き
こ
と
を
償
っ
て
徐
り
あ
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
液
乳
市
揚
の
側
か
ら
言
ふ
も
、
生
産
費
の
側
か
ら

言
ふ
も
、
均
一
生
産
が
望
ま
し
い
。

第
三
十
七
容

第
四
披

一
五

六
O
O

定
量
生
産
と
徐
刺
生
産
と
に
別
々
の
債
格
を
以
て
す
る
寅
上

金
の
八
刀
配
が
、
最
も
合
理
的
に
行
は
れ
る
に
は
、
次
の
僚
件
が

、，J

充
さ
れ
る
を
要
ず
る
。
一
生
産
者
の
定
量
の
線
計
は
、
そ
の
市

場
の
液
乱
販
賓
に
殆
ん
ど
等
し
き
と
と
@
二
生
産
者
に
分
配
す

出
立
を
買
各
土
、

U
へ命J

ぱ
日
昨

k
り
淀
ナ
己

，;t;メ4f↑

f
4
4
T
t
副匝F↑仁ト卓再州-司4
.
!
l
f
l
7
:
E
f
A
f
l
'
4
耳4白

J』

4

J

;

し『
3。
:
-
ご
-
コ
一
定
凡
世
札
の
刷
榔
附
計
伊
在
」
越
ゆ
る
仙
徐
帥
州
剣
判
生
産
は
飴
刺
悦
に
殆
ん
ど

等
し
き
乙
と
。
酌
徐
刺
礼
の
寅
上
金
は
、
徐
利
生
産
に
封
ず
る

分
配
の
主
た
る
源
泉
た
る
と
と
。

以
上
の
僚
件
が
発
さ
れ
た
る
揚
合
の
生
産
者
の
定
量
の
一
棉
討

を
『
総
定
量
』
と
呼
び
、
こ
れ
を
超
過
す
る
生
産
を
『
生
産
者
の

徐
剰
』
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
総
定
量
は
如
何
に
し
て
求
め
ら

れ
る
か
宇
・

或
る
年
に
治
け
る
液
乳
販
賓
が
最
少
で
あ
っ
た
月

の
液
乳
量
が
、
す
べ
て
の
生
産
者
の
翌
年
の
各
月
の
綿
定
量
と

し
て
用
ひ
ら
れ
る
。
液
乳
消
費
は
年
々
僅
か
た
が
ら
増
加
の
傾

向
に
あ
る
か
ら
、
異
常
月
を
除
い
て
は
、
笠
年
の
液
筑
販
賓
は

総
定
量
以
上
で
あ
る
筈
だ
か
ら
、
生
産
者
の
定
量
に
到
し
て
百

%
に
液
乳
債
格
を
分
配
さ
れ
る
。

乙
の
綿
定
量
は
如
何
友
る
方
法
で
生
産
者
に
剣
り
営
て
ら
れ

ibid.， P，175-r8r 



る
か
、
各
生
産
者
に
適
用
す
る
比
率
を
求
む
る
た
め
に
、
そ
の

年
に
沿
い
て
牛
乳
生
産
の
最
も
少
友
い
三
つ
の
連
績
月
の
卒
均

量
を
以
て
総
定
量
を
除
ナ
。
通
常
、
生
産
量
の
最
も
多
き
月
は

五
月
、
六
月
で
あ
り
、
生
産
量
の
最
も
少
な
く
徐
刺
乳
の
最
も

少
な
い
月
は
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
で
あ
る
。
と
の
徐
剰
最

少
の
月
は
、
生
産
量
は
液
乱
販
賓
に
最
も
近
接
す
る
か
ら
、
比

卒
を
得
る
に
周
ひ
ら
れ
る
。
次
K
か
く
し
て
得
た
る
比
率
を
、

各
生
産
者
の
連
績
せ
る
三
低
月
の
平
均
生
産
量
に
適
用
し
て
、

《
E
L
b
u
L
E
4
ρ
3
3
J
r
L
f一
言
、
常
w
E

，

P
L
r
コ。

;
E二
y
t
y
t
5
3
t
h
t
h
F
J
f
i

J
{
J
-
J
!
l
t
 

例
へ
ば
一
九
二
九
年
の
一
月
が
、
液
乱
販
賓
の
最
も
少
友
き

月
で
あ
り
、
そ
の
液
乳
量
が
九
、
八
四

O
封
皮
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
之
が
翌
年
の
線
定
量
で
あ
る
。
市
叫
に
そ
の
年
の
連
績
せ
る

二
つ
の
最
低
月
が
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
で
あ
り
、
そ
の
月

卒
均
が
一
二
、
三

O
O封
度
で
あ
れ
ば
、
九
、
八
四

O
を
一
二
、

ニ
O
O
で
除
し
て
得
る
八

O
%
が
求
む
る
比
率
で
あ
る
。
之
を

各
生
産
者
に
適
用
す
る
。
例
へ
ば
、
或
る
生
産
者
の
三
低
月
で

あ
る
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
の
卒
均
生
産
量
が
五
、
五

υo

封
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
八

O
%
の
四
、
四

O
O封
度
が
彼
の
定

販
資
組
合
に
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

量
と
た
る
。
同
様
に
他
の
生
産
者
の
=
一
低
月
の
平
均
量
が
六
、

八
O
O封
度
た
ら
ば
、
彼
の
定
量
は
五
、
四
回

O
封
度
で
あ
る
。

度
に

立す
し
百
封
皮
営

/¥ 
O 
9容
を

そ
乙
で
一
九
三

O
年
の
例
へ
ば
二
月
に
治
け
る
生
産
者
A
の

生
産
量
が
六
、

0
0
0封
皮
友
り
と
し
、
左
表
の
如
く
液
乳
販

賓
が
線
定
量
に
等
し
き
場
合
に
は
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彼
の
定
量
問
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四
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通
常
の
揚
合
に
は
液
礼
販
買
は
綿
定
量
を
超
過
す
る
。
例
へ

ば
、
右
表
の
指
弧
に
沿
け
る
ご
と
く
波
乱
販
賓
が
て

一O
O

。
封
皮
で
あ
れ
ば
、
綿
定
量
を
超
過
す
る
一
、

一
六

O
封
度
の

第
三
十
七
巻

六
O

第
四
披

五



販
貰
組
合
に
お
け
る
債
格
の
決
定
方
法

償
値
百
封
皮
あ
た
り
二
・
八

O
弗
す
左
は
ち
三
二
・
四
八
弗
は
徐

剰
量
に
算
入
さ
れ
て
そ
の
債
格
は
二
・
二
九
婦
と
た
り
、
生
産
者

は
前
の
揚
合
よ
り
九
仙
多
く
受
取
る
。
異
常
月
に
弘
お
い
て
液
筑

販
賓
が
綿
定
量
に
満
た
ざ
る
時
は
、
そ
の
差
額
に
剥
し
℃
は
徐

刺
量
の
償
格
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
定
量
償
格
は
液
乳
債
権
よ

り
下
る
。
例
へ
ば
液
乳
販
寅
が
九
、

0
C
C封
皮
た
ら
、
差
額

)
L
日
1
ノ
v

す

E
:
よ

り

ご

〉

M
M
、7
S
I
h
-
-
、F
B
I
-

u
j
u
(
量

E
L
主
I
「
二
唱

-
-
f
k
司

J

泊
記

H
n
z
t
F
u
泊

F
一見

量
償
格
は
こ
・
じ
五
弗
と
な
る
。

豆
、
雨
法
併
用
の
効
果

牛
乳
の
債
格
決
定
に
ゐ
け
る
均
一
方
法
を
慶
し
て
、
販
買
債

格
の
決
定
に
は
分
類
方
法
を
、
分
配
償
格
の
一
決
定
に
は
定
量
方

法
を
尉
ふ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
酪
農
業
た
よ
ぴ
酪
農
口
問

の
配
給
上
の
効
果
に
つ
き
、
主
な
る
も
の
を
事
ぐ
れ
ば
突
の
如

く
で
る
る
c

一
各
配
給
者
は
彼
の
受
け
た
る
牛
筑
の
市
揚
償
値
に
針
し
て

支
挽
ひ
、
各
生
産
者
は
自
己
の
寄
興
し
た
る
牛
乳
の
市
場
慣
値

に
磨
じ
て
分
配
を
受
け
る
。
こ
れ
は
牛
乳
の
経
済
的
な
る
生
産

第
三
十
七
巻

第
四
披

五
四

六
O

ゐ
よ
ぴ
配
給
を
徹
底
せ
し
め
る
。
に
定
量
方
法
に
よ
る
分
配
は

市
揚
の
販
買
に
適
合
す
る
生
産
を
刺
載
す
る
。
と
れ
は
生
産
統

制
を
結
果
し
、
生
産
過
剰
ま
た
は
不
足
を
防
ぐ
揚
合
に
重
要

で
あ
る
。
一
一
一
こ
の
方
法
は
波
乱
市
揚
と
徐
刺
乱
市
場
と
を
立
ひ

に
他
争
犠
牲
と
す
る
と
」
た
く
し
て
助
長
す
る
。
川
澗
川
と
め
方
訟
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し
に
近
接
市
揚
に
適
合
す
る
。
と
れ
は
組
合
が
重
複
し
て
合
併

の
問
題
あ
る
と
き
特
に
重
要
で
る
る
。
ぼ
生
産
者
は
少
く
と
も

一
月
前
に
自
己
の
受
取
る
べ
き
金
額
を
知
り
得
る
。
中
川
生
産
者

の
定
量
は
市
揚
領
値
に
密
接
し
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
彼

の
生
産
物
に
つ
き
最
大
の
牧
益
を
事
げ
ん
と
す
れ
ば
‘
常
に
市

揚
に
お
け
る
全
需
要
と
全
供
給
に
注
意
す
る
を
要
す
る
と
と
L

な
る
。
(
完
)


